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1　其七♬
生へ繁る楡や楓は早や黄金色と変り、秋風颯々面を払うて異境の天地実にも淋しと思う間もなく、霜は落ち雪は降り来て氷滑の時期と為り、広き湖上には若き男女が手を携えてスラリスラリと滑り行く、チンチンと響き渡るは道行く橇の鈴なり、ヒラヒラと鳴り渡るは樹末に触るる風の声なり、雪は地上に撒き散らされて氷りて石と為り、寒風邪凛裂として膚を刺す、北国の多の景色は亦物凄い哉、初めて出遇うクリスマス祭は慣れぬ異境の孤客に取りては頗る異様の感を起さしめしも之もワイワイの裡に葬りてトウトウ明治三十四年も過ぎ去り、明くれば三十五年一月元旦、日本に居れば門松も立てたるならん、屠蘇も飲みたるならん、雑煮も引きかけたるならん、年初の礼にも廻るならんが、所変れば此通り、飲むに一滴の酒なく、食うに一塊の餅なし、来て我に祝する者なければ行て我が祝する人もなし、狭き一室に引籠り終日机に凭れて汲々として勉むるものは夫れ何事ぞや、嗚呼無味とや云わん、乾燥とや云わん、去りながら一歩転じて考うれば新年とは抑も何事ぞや、元日とは抑も何事ぞや、天に新年なるものなく地に元日なるものなし、新年と云い元日と云う、皆是れ人間が勝手放題に付けたる名目である、遊びたい騒ぎたい飲みたい食いたいが為めに賤むべき此動物が賤しき心を満たさんが為めに作り上げたる品物である、新年と人生、此間に何の関係あるか、新年はなくとも人間は生きるまでは生きる、死ぬるときは死ぬる、酒は飲まずとも餅は食わずとも白髪も生ゆれば皺も寄る、祝した処で幸福が転げ出る訳でもなければ不幸が引き込む訳もなし、祝せずとも来るものは来る来ないものは来ないハア新年何事ぞや元日何事ぞや、酒も欲らねば餅も欲らず、酒の代りにコーヒーでも飲むべし、餅の代りに牛肉でも食うべしと、急いで家を立ち出で学校の食堂に行けば光輝燦爛たる無数の電灯は差しも広き堂内を照らし、鳥の色よりも尚お黒き数十の黒人は雲の如き衣服を纏うて来る僕を遅しと待ち受けたるものの如し、彼等は食堂の給仕人である、

一月は去り二月は去り三月は矢の如く飛び去り、雲は消え氷は融けて春風駘蕩たる四月となれば「イースター」と名の付く休暇は来れり、「イースター」とは抑も何事ぞやと問えば宿のお上さんは寧ろに説て云く、 

「貴方は定めし聖書をお読みになったであろうが耶蘇基督は磔刑に処せられて死んでから三日目に蘇生して何々と言い遺こされたことがありましょう、其日を「イースター」と名つけて此国にては一般の祭日としてあります、日本には此の様な祭日はありませんか」 

＜「（ハジマリノ　カギカッコを追加）＞無論日本には左様なる祭日はないが、併し不思議ではないか、死んだ者が三日も経てから蘇生したとは、そんな事は無い筈のものであるが」 

彼は目を丸くして答えた 

「夫れは貴方、普通の人間ならば一旦死んでから蘇生することは出来ませんが基督は人間ではありません、彼は神であります、全智全能を備えたる神の一人息子でありまするから蘇生することが出来たのであります、夫れが神の神たる所以ではありませんか、普通の人間の事を以て基督の事を論ずることは出来ません、又基督は死んだと云ても決して死んで居らるるのではありません、生きて居らるるのであります（評に曰く前後矛盾基督は神でありまするから天地間の何れの処にも生きて居らるるのであります、私は確かに左様に信じて居ります）」、 

僕は呆れて暫し茫然たる後漸くにして口を開て一言した 

「そうか、夫れで能く解った、僕は其説明を聴て大に満足した」 

彼は僕が答を聞て満足の体に見えたが僕は其場を去るや否や思わず吹き出した、斯る説明を聴て満足するなれば僕は小児の時から頭を痛めて学問を為さない、凡そ世の中に奇々怪々なる話は多しと雖ども此程に奇怪なる話はない、幽霊の話よりも化物の話よりも尚お十倍も百倍も奇怪である、去れども現今滔々たる天下の基督教心酔家は此怪談をば有り難たがって涙を流して一心不乱に拝聴する、苟も之を批難する者あらば其人は天下の謀叛人、宗教界の大罪人であるから神罰立ろに至て地獄の底に蹴落さるるものなりと確信して居る、至て結構なる確信、僕は天下の衆生に向て汝等悉く来て此等有難家の仲間入を為せよと勧むるものなれども僕一人は暫く高台よりの見物、僕は已むなくんば提灯行列の後に加わりて万歳の一声を叫ばんも有難家連の仲間入は余り有り難く思わない、僕は今斯る問題を捉えて仰々しく宗教論や哲学論を述べんと企つるものではない、唯目覚しの為めにたった一言述ぶべきことあり、新約聖書の第一頁を見れば基督はマリアと名づくる女の腹の内から僕等と同じくヲギャアと泣て産れ出たが、見れば目もあり口もあり、手もあり足もあり、食って息して死んでしまった、全智全能なれば何故に死んだであろうか、彼が死ぬるから後世に至て僕等の如き謀叛人や大罪人が現われ出でて無神論なぞをば口にするのである、彼が二千年後の今日までも生き長らえて神は此処に居るぞと大喝一声其形を現わせば天下の悪人原は立ろに消え失せてしまうのであるが、彼は左様なる面倒臭きことは嫌である、汝等は汝等の勝手に為せよ、我の関する処にあらずと言い捨てて、さっさと天国とやらに向て逃げ出した、遁げ出すも可し、彼が勝手に遁げ出すなれば誰も引き止めはしないが、一旦遁げ出してから未練にも帰って来るとは何たる不体裁であるか、言い残すことを忘れたとてオメオメと元の屋敷に立ち帰るとは抑も彼は健忘症に侵されて居たのである、日本の天神様は彼よりか余程覚の可い御方である、去れども文明国の民は此奇怪なる神に向て一生懸命に祈祷を無し願を掛ける、怪むこと勿れ笑うこと勿れ、穴守稲荷や成田不動が繁盛することを、人間を買い被ると大なる損を為さねばならぬ、 

併しながら実を云えばイースター祭の故事来歴なぞは何んでも可なり、一切僕の関する処にあらず、御祭りの由来なぞをば吟味すれば碌なものは一つもない、豈に独りイースター祭のみならんやである、遠くは希臘のオリンピヤ祭より近くは明神様や水天宮の御祭に至るまで其起りを尋ぬれば論にも句にも掛らない夢の様なることばかりである、去れども此の夢が元となりて永き年月の＜間　はここか？＞男女間老若が飲み且つ食い、有り難たがって踊り舞われば此れ程結構なる夢はない、一富士二鷹三茄子に優ること確かに百倍である、然るに御祭なぞは古代の遺風である、迷信の遺物である、宮に詣る奴は無智文盲の阿呆であると、一概に之を笑う者は未だ人間世界を知らざる白面の書生たるを免れず、僕は元来御祭好き、小児時代には氏神様の御祭に太鼓を敲いて赤飯を食うは年中第一の楽にてありしが、壮年時代の今日遠く此地に在て耶蘇神の御祭に出遇い数日間の休暇を得て気楽に骨休みすることを得るは此に越したる愉快はなし、之れ全く耶蘇の御蔭なれば耶蘇の悪口なぞは以ての外、耶蘇様々と常に敬い奉らねばならぬ、僕は此祭の休日を以て二三の友人と手を携えて紐育に遊び田舎者の東京見物を為した、但し赤毛布は持たなかった、中央公園を徘徊して「何んと無暗＜闇　の誤記か？＞に広いじゃないか」と言えば、痩我慢の一友は「何んだ此の位のものはサハラの大沙漠は之より余ほど広い」と言ったから「君はサハラの大沙漠を見たことがあるのかい」と問えば「然り見たよ、小児の時に、地図の上で」と間抜けた返事で僕を玩弄した、翌日自由の像に上りて目の穴から顔を出して海上を眺めたとき痩我慢先生思わず「ヤア高いなあ、実に驚くべき高いじゃないか」と叫んだから「何んだ此位のもの、高の知れた人間の仕業、ヒマラヤ山より余ほど低い」と言えば「君はヒマラヤ山に上ったことがあるのかい」と諷したから、「然り上ったよ、小児の時に、地図の上で」と白まくれば他の一友は「ハハアトウトウ返報やられたな」と一同大笑した、グランド＜ト　の誤記か？＞将軍の墳墓を見ては南北戦争を思い、ハドソン河畔に逍遙しては発見者の名を喚び起しブロード、ウェーに出でては友人を見失わんことを気遣いブルックリン橋を渡ては足を痛め、数日間の奔走に疲れ果て我が巣に帰るや否や鼾声雷の如し、 

間もなくして六月も末となり、茲に第一年の楽器＜学期＞は終り、此より休暇は始まった、三箇月間は我がものなり、 
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1　其八♬
一年は瞬く間に過ぎ去れり、此より三箇月間は我がものなり、何れに行かんか、市内に止まらんか、是れ最上の愚策なり、海岸に出でんか、大西洋の海岸は長しと雖ども須磨や明石や大磯や鎌倉の白砂青松に比すべきもなきを如何せん、出でや此れより山中に遁れて暫く林間の風月を楽まんと、学友実山君と共に二百哩の外なるマサチューセッツ州のノースンヒールドと称する片田舎に向て旅立せり、四面山を以て囲まれ何＜名？＞に負うコンネクチカット河は流るるが如く流れざるが如く洋々として其中央を貫き、両岸一帯の広野は生え繁る緑の芝生を以て蔽わるる処、点々として数多の煉瓦屋を見る、是れぞ宗教界に其名高きムーデー氏の宗教学校なり、彼は数年前に死去したれども彼が遺物たる此学校は彼が芳名と共に千歳の下に伝わるべし、此処は毎年夏期三箇月中は宗教家の巣窟と為り、之を初めにしては東部百数十の大学学生の宗教大会あり、之に次では女子大学生、其次に来る者は一般の信者、其が終れば世界各地よりの基督教徒の代表者、或は聖書の研究と云い或は讃美歌の稽古と云い終日善男善女の有り難き泣声を以て天地は為めに震動するばかり、僕は元来基督教徒にあらざるが故に特に此所を目指して来りしは善男善女の列に加わり神の御声に随喜の涙を流さんが為めにあらず、一つには大学生会の本部より招待を受けたるが故に之を拒むは礼にあらざるを思い、二つには種々の人と交際するは見聞を広くするの所以なるを思い、三つには此地は避暑地として甚だ適当なる場所なるを聞き、彼や是やの理由の為めに此処に来て二ヶ月有余を費した、 

東部百三十有余の大学生の代表者として此処に集まれる健児は二千名許り、其他特に招待を受けて集り来れる同胞は僕を合せて都合十五名、多数の学生は此処彼処に散在せる天幕の内に起臥するに拘わらず我々の一連は遠来の珍客と云う訳かは知らざれども別に大なる建物中の広き一間を供せられ十五人の面々は共に集って十日の間此内に同居することとなりしが、見れば何れも基督教の心酔家、前後夢中の有難家ばかり、其番外に位せる者は実山氏と僕あるのみ、実山氏は同志社及び東京文科大学に於て修業せられたる人なるが故に系統より云えば有難家連の列に加わるべき人なれども氏は亦一の見識を有し、唯に基督教を奉ぜざるのみならず其当の敵たる仏教熱心家にして基督教徒よりは謀叛人を以て目せらるる一人である、僕自身は元から無宗教家の一人、少くとも仏教や基督教や其他印度、埃及、希臘、羅馬の太古より今日迄の間に現われたる種々雑多の宗教は到底僕の奉ずる能わざる処である、素より宗教なる文字を広き意味に、寧ろ適当なる意味に解するときは僕も亦確かに宗教信者の一人なれども、今日最大多数が想像する如く宗教と云えば仏教や基督教の如き歴史的宗教のみを意味するものとせば僕は宗教以外の人間なるが故に、此等の者に向ては無宗教者なりと宣言するの外はない然れども僕は食わず嫌いの感情家にあらず、辛い甘いの分かるまでは口を着けた積である免倒臭いバイブルも之を読んだ、幾度か抛って幾度か拾い上げ、遂に之を読み平げた、基督教家の説法も屡々耳にした、碌々たる一山百文の乞食伝道師の寝言のみにはあらずして堂々たる基督教国に於て俗事一切を抛げ棄てて一生を之が為めに委ぬる真の宗教家、真の哲学者と幾度か議論を闘した、又釈迦の経文も少しは目を通した、仏教に関する数多の著書も大体は覗うた、仏教家の説法も耳にした、愚夫愚婦を騙かす田舎の阿呆坊主の夢物語のみにはあらずして天下に名を得し名僧智識の腹の中をも採りて見た、哲学や社会学に関する諸大家の著書も力の及ぶ限りは参照した、而して此等の結果僕は到底歴史的宗教の奉ずるに足らざるを自覚したのである、然らば僕は全く宗教心は持たずして一生餓鬼道の巷に立て苦悶憤死するやと云えば夫れ程の馬鹿でもない、僕は僕の考にて所謂安心立命の基礎を定めて居る、僕は僕自身の宗教を奉して居るのである、 

僕は人間世界に宗教の必要なることを知る、昔から人間の居る処には如何なる場所にも形こそ異なれ必ず宗教と名の付く一種の怪物が現われて人間を支配せることを知る、又此怪物が獰悪なる人間の心を知らけ社会の改良に偉大なる効力を与えたることを知る、人間社会を成立たしむるに付ては法律の必要なるが如く政治の必要なるが如く宗教の必要なることは百も千も知れるが故に徒らに宗教の攻撃を企つるものにあらざれば宗教家を罵倒せんと欲するものにもあらず、又彼等を迷信者なりと笑うものにもあらず、世の中の事は煎じ詰れば皆是れ一種の迷信である、滔々たる世俗は悉く迷信者、斯く言う我輩自身も亦迷信者の一人、豈に当に宗教家のみならんや、迷信可なり、迷信決して不可ならず、迷信でも何んでも人間は一の確信を有するものほど強きものはなし、確信を有せざれば蛍の光を見ても肝を潰すのである、夫れ故に穴守稲荷でも成田不動でも蓮門教でも帝釈天でも信じ得べき者はドシドシと信ずべし、之を笑い之を冷かすが如きは未だ人間世界の真想を知らざる乳臭き輩である、併しながら又飜て考うるときは信仰なる者は利益あると同時に驚くべき弊害の伴うものである、此弊害は小にしては人間一人なれども大にしては社会、国家、尚大にしては全世界に影響を及ぼすものなるがゆえに苟も経世の志ある者は常に注意を怠るべからざることである、僕は今此等の弊害を挙げんと欲せば過去に於ても現世に於ても枚挙すべからざる程の適例を有すれども斯る事をば書き立つるは此書の目的にあらざれば一切之を省かねばならぬが、省くべかねばならぬが、省くべからざるは日本の基督教徒である、僕の見る処に依れば彼等の最大多数に実に忌むべき厭うべき弊害に墜れり、彼等は自ら之を悟るや否やは知らざれども若し之を悟らざれば此より大に悟るべし、若し之を悟らば之より大に戒むる所なかるべからず、 

僕は日本の基督教徒を目して偏狭の弊害に墜れりと云う、一たび彼等と交際せし者は何人も直に気付くなるべし、彼等は彼等自身の間に於て一種の別社会を造りて始終其社会内の空気のみに感染せるが故にいっこうに他の社会の事情を知らない、従て自分の社会のみを以て最も完全なる社会なりと心得て他の社会は悉く憫れなる不完全のものと誤解して居る、此誤解が因と為りて更に他の誤解を出す、即ち彼等の社会に属する者は彼等の眼中には賢者にして善人の如くに映ずるも他の社会に属する者は愚者にして悪人の如くに見ゆる、更に之が因と為りて他の社会員をば悪み之を疎んじ且つ之を排斥せんと企て、恰も政党員の為す処を為さんと欲す、宗教は政党ではない、名利の奴隷たる俗輩を以て組み立てられたる政党とは全く訳が違うから宗教家が政党員の真似をするに至ては最早沙汰の限りではない、唯に夫れのみならずマダマダ不都合なることがある、彼等は聖書を丸呑にし坊主の寝言を本当に受けて居るから、苟も聖書の文句を論難し坊主の説教を批評し、又は基督教の教理に向て攻撃の矢を放つが如き者を見るときは彼等は躍起となって腹を立てる、去れども苟も宗教家たる者が己れの奉ずる宗教を攻撃せられたりとて直に腹を立てるが如き読経＜度量？度胸？＞の狭いことにて何くんぞ凡夫を済度することが出来得るか、聖書の文句を論難する者あらば之に応じて論難を闘わすべし、坊主の説教を批評せんと欲する者あらば彼と共に批評すべし、基督教の教理に向て矢を放つ者あれば其矢を受け返すべし、然る処が彼等には情けない哉夫れが出来ない、出来ない筈である、一体聖書なるものは今日進歩したる学理上より見れば論にも句にも掛らない程に馬鹿げた話や馬鹿げた理屈を以て充たされてある、其をば彼等は丸呑に呑み込んで居るから議論を吹き掛けらるると雖も之に応ずる能わざるは当然の事である、而して彼等は徒らに腹を立てて遂には人を嘲り人を悪むに至ては賤しき婦女子の根性よりも尚お賤むべしと評せざるを得ない、宗教家たる者は他人より如何なる事を吹き掛けらるるとも決して腹を立つべからず、諄々として法を説き信仰を語り、彼等を済度するは宗教家の任務にあらずや、其を為す能わざる者は宗教家たるの資格はない、パンの為めに法を説く乞食牧師にあらざれば利の為めに信仰を口にする卑劣教徒である、 

次に来るべき彼等の弊害は因循である、彼等は常に神と称する仮定の目的物を想像して人事一切を神の所業に帰せり、而して一方には罪と名づくるものを仮定して人間に落ち来る一切の悪事災難は皆是れ罪の結果である、我が犯したる罪に対する罰として神の下し玉うものなるが故に此悪事災難より逃れんと欲せば神の援を受くるより外に途なしと、斯様なる忘想を抱くが故に、貧乏するも己れの精力を尽して其苦境より逃れんとするの念慮は甚だ乏し、災難に遇うも自ら進んで之を追い払うの勇気がない、安閑として為す処なく「天に居ます我等の神よ授け玉え」を百たび千たび繰り回すと雖ども自ら援けざる者を救けず、彼等口遂に泣言を吐き怨言を漏らして果ては神を恨むに至る、僕が知人にして幼少の時より基督教に志し、京都の同志社に入りて多年神学を学び、出でては基督教の牧師と為り、更に遊んで米国某神学校に於て神学の蘊奥を究めつつある際、不幸にも愛児死亡の訃音を手にせり、彼は驚き且つ悲み、失望落胆の極泣て訴えて曰く、余は此迄夫婦相睦まじく暮し別に世の中に於て悪事を働き罪を犯したることなし、然るに何が故に神は余が愛児を奪いたるや、又余は未来永久此愛児に遭遇することを得ざるや、若し遭遇することを得るとせば何れの処に於て彼を見ることを得るやと、彼は実に之が為めに迷い此問題を決せんが為めに日夜苦悶するも遂に之を決する能わず、精神錯乱して憐れむべし彼は発狂の有様に落れり、学識ある彼にして已に此の如し、滔々たる教徒の為す所は言うに足らざるなり、 

彼等は又善事を口にし博愛を説くと雖ども、彼等が偶々実際に施さんとする慈善博愛は実に浅薄である、徒らに其名を得んが為めにする皮想＜相＞上の慈善博愛に過ぎず、加かのみならず彼等は頗る世界の事情に迂遠である、人間の真価を知らざるがゆえに何処までも慈善博愛が行わるる如くに心得て居るなれども今日の世界は斯様なる世界ではない、慈善博愛の行わるる区域は実に狭い、広き世界に立て活動するには斯様なる文字のみに拘泥して居ることは出来ない、此点に至ては欧米人は実に活眼を有せり、彼等は基督教国の人民なるにも拘わらず彼等が活動するに当ては斯る小事を眼中に置かず、彼等は或る物を得んが為めには斯る小事を打ち捨てて勇往邁進するのである、見よや彼等が外交政略を見よ、彼等が外交政略には苟も慈善博愛と称する分子が含まるるか、世界に於て尤も慈善博愛に反する外交政略を取る者は欧米基督教国の人民にあらずや、燃ゆるが如き人間の欲望と激烈なる世界の競争場裡には慈善博愛を容るるの余地は甚だ狭し、然るに日本の基督教徒等は此事情を知らず、慈善博愛の臆病風に吹かれて活動力を失い、死人の如くに眠って居るのである、 

章を代えて更に一言せしよ、 
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1　其九♬
第三に述ぶべき彼等の弊害は彼等は臣民の義務なることを知らずして時々此義務に撞突する言行を為すことである、凡そ宗教なるものは仏教に限らず基督教に限らず政治以外のものである、広く人類なる者を土台として作り上げたるものなるが故に宗教家が政治団体たる国家なるものを眼中に置かざるは一応無理はない、併しながら如何に彼等が之を眼中に置かずとするも彼等自身も亦団体の一員にあらずや、已に団体の一員なる上は之に伴う義務あることを忘れてはならぬ、此義務を果すことが嫌なれば速に団体名簿より取り除かるることを請求せねばならぬ、然るに之が取除をも請求せず、依然として団体の一員に加わり居りながら、其義務を果さざるのみならず、却て其不利益と為るべき行を為すが如きことあらば是れ実に許すべからざることである、僕は日本のキリスト教徒の中に於て時々此の如き者を見ることを悲しむ、彼等の思想は頗る単純である、彼等の眼中には神と称する仮定物より外に一物はない、国家もなければ君主もなし、神の教なるものに背く者は其何者たるを問わず其何人たるを論ぜずドシドシと反対して差支なしと心得て居る、此は一見すれば頗る高尚にして卓絶せる思想の如くなれども其実は決して然らず、此の如き単純なる考を以て今日の世に処せんとするは尤も笑うべき幼稚なる考と云わざるを得ない、彼等は遂に其目的を達する能わざるのみならず却て自滅を招かねばならぬ、昔、或る儒者は孔孟の旗を飜えして日本を攻むる者あらば如何にせんかとの問に答えて、我は最先に行て之を斬り捨てんと言えり、若し基督の旗を飜えして日本を襲う者あらば如何にせんかと問えば彼等基督教徒は何んと答うるか、 

最後に述ぶべき彼等の弊害は彼等は実に卑屈である、彼等は彼等の奉ずる宗教は西洋より渡来し、西洋人に依て伝えられたるが故に、西洋人を以て彼等の救世主の如くに仰ぎ、西洋基督教国を以て極楽浄土の如くに心得て居る、彼等の胸中には日本人は実に情けない人間にして日本国は実に積らない国である、彼等の同胞は唯基督教徒あるのみ、彼等の国家は唯基督教国あるのみ、僕は茲に至て最早多言するを要せず、唯彼等に一言を呈するは公等は速に行て基督教国に帰化し基督国の民たれよ、非基督教国たる我日本は公等の希望を満足せしむること能わず、非基督教徒たる我等同胞は公等と齢するには余り無智の民たるが故に、 

日本の基督教徒等が以上述べたる弊害を除去えｓ＜せ(ローマ字入力でESになった)＞ざれば、吾人は国家の為めに彼等に反対せねばならぬ、 

又日本の基督教徒は絶えず家庭の快楽を口にし家庭の改良を叫ぶ、僕は此点に付ては熱心に彼等に同情を寄するものである、元来日本人は余り品行正しき人間とは云えない、何れの国に於ても下等社会の状態は実に言うに忍びざるものあれども、上等社会、少くとも欧米基督教国の上等社会に於ては相当の秩序あり、又相当の制裁も行わるるものなれども、日本の上等社会は何うであろうか、華族と云い紳士と云い紳〓と名づくる者等の家庭を窺うときは鼻を蔽い眉を皺むる事は続々として湧き出るであろう、実に日本の上等社会の或る者等は獣類に近き所業を為すが故に、家庭改良は今日日本の社会事業としては尤も重要なるものである、此重要なる事業に向て貢献せんとする彼等基督教徒の心事は実に諒とすべきものあり、去りながら僕の見る所に依れば小心にして臆病なる彼等の手腕を以て此大事業に向て貢献せんとするは望んで得べからざる事である、思うに彼等の家庭改良は首尾好く成功するとも彼等自身の小家庭をば出づること能わず、六塁＜畳？＞の一間に夫婦子供膝を並べて讃美歌を唱え、聖書を三行許り読み上げ「天に居ます我等の父よ」を唸り、終りに「アーメン」の声と共に一同頭を上げる、之れ彼等が所謂家庭の快楽、家庭の改良を意味するものなりとは扨も情けなき次第にあらずや、僕が一友米国某大学の神学部に於て三年の業を卒え将に郷国に向て出発せんとす、横浜埠頭待ち焦れたる細君の温き手を握るは一箇月の内にあり、長途の独旅を淋しく感じ玉うなと、口悪き誰かに冷やかされて忽ち紅顔を呈するほどの温和なる善人なり、僕は彼を停車場に見送り将に手を別たんとするに当り突然彼に向て「君は此より日本に帰て何を説法せんとするや」と問えば、彼は即時に答うる能わずして躊躇する内に早くも汽車は動き出して見る見る森中に隠れた、其後十日も経ぬ内に一片の封書は木の葉の如く飛び来て机上に落ちた、急ぎ開封すれば何んぞ図らん此れぞ汽車がカスケード山中を通行するの時、薄暗き車窓の下に旅の疲も打ち忘れて熱心なる愛友が薄き鉛筆を以て認めたる長文の書面である、嗚呼カスケード山―、僕は其名を聞かざりし、其名は僕が愛友に依て初めて僕に紹介せられた、二年も経たぬ其内に、此山中に於て僕が如何なる難儀に出遇うかは天も知らねば地も知らず僕も知らねば彼も知らざりし、何の気もなくして放てる質問の一矢は思いかけなく彼が胸に適中したるやは知らざれども彼が長文は其の問に対する答にてありし、彼は劈頭第一に親愛なる某君よ、今や余が汽車は其停車場を離れてカスケード山頂の＜を＞攀らんとす、余は此れより十時間にしてシアトルに達し、直に太平洋に浮ばざるべからず、今に至て君に答えずんば余は其機会を逸せんことを恐るるが故に、車中の不便を忍び身体の動揺を押えて此書を認むることに決せりと記載し、夫れより諄々として日本に於ける家庭の有様を通論し、之が改良の急務なることを説き、此事業に向て貢献するは宗教家の責任なるが故に、余は及ばずながら宗教家の一人として一生を之が為めに犠牲に供せんと断言せり、何んぞ其志の純潔にして而かも其目的の高尚なるや、世間幾多の輩若し之を聞かば恐らくは舌を噛んで愧死せんのみ、世には家庭を紊乱して顧みざるの徒あれば之を改良せんが為めに一生を抛たんとする者あり、世は広し人は様々とは善く言ったものかな、僕は此書を読み終って直に筆を取り早急一書を認めて彼に向て投ぜり、 

親愛なる某君よ、余は本日午後某々の両君と共にイースト、ロック公園に上り、林檎を採りて噛りつつ、又君に付て語りつつ、只今余が室に帰り来れり、余は今君がカスケード山中に於て幾多の不便を忍んで特に余が為めに認めたる長文の書面を読み終り、君が高尚なる目的と其決心の鞏固なるを知るを得て感動の念禁じ難く、思わず筆を取て此書を認めるに至れり、君よ我国に於て家庭改良の必要なることは一々君の言の如し、実に家庭の事たる一見すれば単に一家の私事に止るが如しと雖ども、広く考うるときは衛生も教育も道徳も経済も其他人間各事に伴う一切の事より社会の事国家の事に至るまで煮＜煎（せん）？＞じ詰むれば皆是れ家庭なる二字に帰着せざるものなし、君夙に茲に着眼し家庭の改良を以て畢世の事業と為なんと欲す、何んぞ其志の雄大にして其目的の高尚なるや、然れども君よ、人間一事を為すは容易にあらず、況んや家庭改良の如き社会の大事業に向て貢献せんとするに当ては、須く深思熟慮して其取るべき方路を定め、生命を犠牲に供して勇進するにあらざれば其効を奏すること蓋し難かるべし、我国に於て家庭改良の声を耳にするや已に久しと雖ども未だ何等の功績を見る能わざるのみならず、却て社会万衆の為めに一笑に付し去らるるもの豈に其基く処なくして止まんや、思うに家庭改良を以て自ら任ずる者は啻に己れの家庭を清潔にするのみならず、他人の家庭に突進して腐敗せる空気を一掃し有害なる物体を破壊するに於て毫も顧慮する処あるべからず、若し夫れ之に向て反抗する者あれば彼等は人類の強賊、社会の大敵なるが故に、一刀の下に之を両断するも誰が罪を以て問い罰を以て帰する者あらんや、更に進んで言うときは家庭改良論者は啻に社会の下流に彷徨するに止まらずして進んで上流に遡り其根源を清めざるべからず、諺に云わずや、水源已に濁る末流の清きを望むも得べからずと、古人は又云わずや、上の好む処下之より甚だしきものありと、見よや某々等が我国の上流に立て流せる乱倫の害毒は如何に上下一般の社会を腐敗せしめたるや、然れども余は未だ不幸にして滔々たる幾百千の家庭論者中一人の彼等に向て指を染めたるものあるを聞かざるのみならず、却て基督教徒の先輩者を以て目せられ正義硬直を以て自ら任ずる某々等の輩は、賤むべき名利の為めに自己の本領を忘却し倉皇として彼等の門に走り彼等の膝下に跪き彼等の一〓に驚き一笑を見て喜びつつあるにあらずや、嗚呼斯の如くにして我国の家庭を改良せんとするは抑も木に緑で＜縁て（よりて）＞魚を求むると何んぞ択ぶ処あらん、君にして若し家庭改良の為めに一身を犠牲に供せんと欲せば余は君に向て敢て求むることあり、君よ、帰朝の後、甲を纏い冑を被り、剣を提げて家門を出づれば、電光一閃先ず某々等の首を斬て血祭を行え、而して後に走りて家庭改良軍の陣頭に立ち大声疾呼して言えよ、我は某々等を手討にして茲に在り我に刃向う者は速に来れと、 校訂者註：成句「きによりて、うおをもとむ」
親愛なる某君よ、社会の改良は一朝一夕に成し遂げらるるものにあらざるは余と雖ども之を知れり、性急却て事を損するは古今東西の歴史之を証して余あり、然れども昏睡せる病者に向ては一滴の激薬は万滴の水よりも其効大なり、惰眠せる社会は天地に轟く砲声にあらざれば之を覚ますこと能わず、幸に余が微意を誤ること勿れ、 

余が此書を閉ずるの時は君は渺茫たる太平洋上船頭に立て遙に前程を眺むるならん、君が此書を手にするの時は君は温き家庭に或る人と共に長き歳月の物語を為しつつあらん、健康なれよ、自愛せよ、 

爾来三年の間絶えて彼の消息を聞かざりしが、近頃一友の通信に依て彼は関西地方の或る都市に於て某教会の牧師と為り相変らず寝言を唸りEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps24 \o\ad(\s\up 11(シジミ),蜆)の家庭を説いて夢の生涯を送りつつあることを知った、又某々等は依然として乱倫の所業を働き家庭を蹂躙し傍若無人の振舞を為しつつあることを新聞紙上に瞥見したり。 
其九　終わり
